
国産マツタケの生産現状

マツタケ試験地の長期モニタリングによる施業効果の実証
○特産部・育林部

はじめに
〇日本の秋の味覚「マツタケ」は戦後国内生産量が急減し、2020年には絶滅危惧種*1に指定されました。
〇生産量減少の一因に山の手入れ不足があげられ、増産のためにはマツタケ山の施業が重要です。
〇長野県では施業技術実証のため試験地を設定、現在約40年以上モニタリング調査を実施しておりますが、40年の節目に行った調査結果か
らは改めて施業の重要性が見えました。 *1：国際自然保護連合（IUCN）は、三段階ある絶滅危惧種の内、危険度が3番目である危急（VULNERABLE）に指定

まとめ
〇マツタケ山の施業効果が、子実体の発生数、シロ数により実証された。
〇マツタケ山施業は、その土壌環境をマツタケに適した状態に保つことが実証された。
〇これら調査結果をもとに、マツタケ山施業の普及をさらに進める。
〇きのこの発生に関する長期データとしてはあまり例のない調査データである。
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移り行く産地

図２ 都道府県別マツタケ生産量の推移

1900年代中頃は広島、岡山、京都を中心とした西日本各地が主要産地であり、沖縄、関東地方

の一部を除く全国各地が産地であった。その後全国的に生産量は減少し、近年では長野、岩手
が主要産地となっている。

生産量減少の原因

戦後のエネルギー革命により、山林からの薪、柴の採取が減り、マツタケ山を含む山林が放置され、マツ
タケにとって苦手な腐植等が堆積した荒廃林地が増えた。さらに松くい虫被害の拡大により、マツタケの生
育するアカマツ林が減少したことなどが原因とされる。

マツタケの性質

〇生きているアカマツなどと地下部の菌根を介し、互いに養水分のやり
取りを行い生育する（共生）。
〇菌糸体の塊（シロ）を発達させ、子実体を発生させる。
〇他の菌が多く、養水分が多めの土壌は成育に不適当である。
〇生育適地は尾根、山頂付近。

減少する生産量

図１ 国内産マツタケ生産量の推移
農林水産省（1930年欠測）資料より作図
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マツタケ発生数
・施 業 区：ほぼ横ばい
・無施業区：減少傾向

林分・土壌調査
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施業区 10 11 3,700 11 14 1,925 21 25 1,575

無施業区 11 11 3,700 20 26 1,100

試験区

1980年
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施業前 施業後

-

施業区、無施業区ともに自然枯死が生じている

  

  
  

 

 

  
  

  

  

  
 

  

     

  

  

 

  

 

  

  

  

 

  

  

A0 :堆積腐植層
A :腐植の多い鉱質土層
B :腐植の少ない鉱質土層
C :母材
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BB
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BB

施業区 無施業区

Ａ層

堆積腐植：Ａ0

試験地設定以前の土壌型はA層のない受埴土(Er-α)であったが、2021年には施業区・
無施業区ともにA層を有する乾性褐色森林土(BB）であった。但しA層と、A層の生成要因
となるA0層はともに施業区の方が薄く、マツタケの生育に適した状態であった。
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シロの数
・施 業 区：増加
・無施業区：ほとんど変化なし

表１ 試験地内のアカマツの状態

施業5年目ころからマツタケ発生数、シロ数の差が広がり施業による効果とみられた。
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